
た
の
で
す
。

　

学
力
の
３
要
素
と
は「
知
識
・
技
能
」「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
主
体
性
・
多

様
性
・
協
働
性
」の
こ
と
。
今
ま
で
の
知
識
・

技
能
が
大
切
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
課

題
を
発
見
し
、
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、

そ
の
成
果
を
発
表
で
き
る
力
や
、
主
体
性

を
も
っ
て
多
様
な
人
々
と
多
様
な
場
面
で
協

働
す
る
力
を
教
育
で
身
に
つ
け
よ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

大
学
受
験
の
中
核
を
担
う
、
毎
年
１
月

に
行
わ
れ
て
い
た「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
試
験
）。
こ
れ
が
２
０
２

１
年
度
か
ら「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」（
以

下
、
共
通
テ
ス
ト
）に
変
わ
り
ま
し
た
。
名

称
が
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
知
識
が
あ

れ
ば
解
答
で
き
る
問
題
が
減
り
、
国
語
以
外

の
教
科
で
も
多
数
の
資
料
や
長
文
を
読
み
込

ん
で
、
論
理
的
な
思
考
力
が
な
い
と
解
答
で

き
な
い
問
題
が
増
え
る
な
ど
、
問
題
の
質
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化

は
共
通
テ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
大
学
個
別
の
選

抜
試
験
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
す
。
ま
た
、

英
語
の
４
技
能（
読
む
、聞
く
、書
く
、話
す
）

を
測
る
た
め
に
、
実
用
英
語
技
能
検
定
や 

T
O
E
F
L iB

T
Ⓡ

テ
ス
ト
な
ど
の
民
間
試
験

結
果
を
活
用
す
る
大
学
も
珍
し
く
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

入
試
が
変
わ
っ
た
理
由
に
は
「
学
力
観
の

変
化
」が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

高
校
生
だ
っ
た
時
代
は
、
学
力=

知
識
・
技

能
で
し
た
。
試
験
問
題
の
み
で
測
れ
る
力
で
、

い
わ
ゆ
る
偏
差
値
と
い
う
軸
で
大
学
も
序
列

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
や
働

き
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
予
測
不
能
な

現
代
で
は
、
既
存
の
知
識
・
技
能
だ
け
で
は

も
う
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
文
部
科
学
省
で
は
学
力
を
多
角
的
な

視
点
で
捉
え
「
学
力
の
３
要
素
」
に
整
理
し

社会での働き方、高校の学びが大きく変化するとともに、大学での学びや、大学に入るための入試も
保護者の時代とは大きく変わっています。2025年度から新課程での入試が始まりましたが、どう変わり、
なぜ変わったのか、大学など高等教育機関の情報誌の編集長を務める小林 浩さんに教えてもらいました。

1964年生まれ。株式会社リクルート入社後、グループ統括業務を担当。「ケイコとマナブ」企画業務等を担当。経済同友会に出向し、教育政策提言
の策定に関わる。その後、経営企画室、会長秘書、特別顧問政策秘書などを経て2007年より現職。文部科学省中央教育審議会高大接続特別部
会委員等、さまざまな委員を歴任。現在は、文部科学省中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会委員（2023年～）、中央
教育審議会大学分科会質向上・質保証システム部会委員（2025年～）、文部科学省地域大学振興に関する有識者会議（2025年～）を務める。

リクルート進学総研所長　『カレッジマネジメント』編集長

小林 浩さん

国
語
以
外
で
も
長
文
読
解
力
や

論
理
的
な
思
考
力
が
必
要

取材・文／長島佳子

保護者の時代と今の、
入学者選抜における「学力の3要素」の評価ポイントの変化

図1
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総合型選抜入学者の割合

入
学
者
の
割
合

実
施
し
て
い
る
大
学
の
割
合

学校推薦型選抜入学者の割合
総合型選抜を実施している大学の割合

令
和
3
年
度（
2
0
2
1
年
度
）

令
和
5
年
度（
2
0
2
3
年
度
）

令
和
4
年
度（
2
0
2
2
年
度
）

令
和
6
年
度（
2
0
2
4
年
度
）

令
和
7
年
度（
2
0
2
5
年
度
）

い
る
の
が
学
力
の
３
要
素
な
の
で
す
。

　

共
通
テ
ス
ト
な
ど
大
学
入
試
の
変
化
は

〝
入
試
改
革
〞と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
世
の

中
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
高
校
の
授
業
も
大

学
も
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
高
校
か
ら

大
学
へ
の
入
口
で
あ
る
入
試
も
変
え
る
必
要

性
か
ら
、
高
大
接
続
改
革
と
い
う
大
き
な
教

育
改
革
の
一
環
で
入
試
も
改
革
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
入
学
志
望
者
の
学
力
の

３
要
素
を
大
学
が
測
る
た
め
に
入
試
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
保
護
者
の
時
代
の
よ

う
に
机
に
向
か
っ
て
勉
強
す
る
だ
け
の
学
力

で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

学
力
の
３
要
素
と
入
試
の
対
応
を
表
し
た

の
が
図
１
で
す
。
当
初
は
共
通
テ
ス
ト
に
記

述
式
の
解
答
を
導
入
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
状
は
セ
ン
タ
ー
試
験
同

様
に
全
問
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
す
。
し
か

し
、
前
述
の
よ
う
に
論
理
的
な
思
考
力
が
求

め
ら
れ
る
問
題
が
多
数
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
大
学
個
別
の
選
抜
試
験
で
は
記
述

式
問
題
や
小
論
文
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」を
測
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、「
主
体
性
・
多
様
性
・
協

働
性
」
を
測
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

入
試
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

新
課
程
の
対
応
に
先
駆
け
て
、
先
進
的
な

入
学
者
選
抜
を
早
く
か
ら
始
め
て
い
た
大
学

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
的
な
流
れ
と

し
て
は
、
保
護
者
の
時
代
は
一
般
入
試
や
セ
ン

タ
ー
試
験
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
総
合

型
選
抜
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
が
増
え
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

総
合
型
選
抜
と
は
以
前
の
Ａ
Ｏ
入
試
が
改

定
さ
れ
た
入
試
区
分
。
大
学
個
別
の
入
試
方

法
も
図
２
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
、
保
護
者
の

時
代
と
は
名
称
も
選
抜
方
法
も
変
わ
って
い
る

の
で
す
。
い
ず
れ
の
入
試
で
も
学
力
の
３
要
素

を
し
っ
か
り
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
総
合
型
選
抜
を
実
施
す
る
大
学
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

調
査（
※1
）で
は
総
合
型
選
抜
は
２
０
２
５
年

　

高
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
学
習
指
導

要
領
が
変
わ
り
、
新
課
程
で
は「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」が
必
修
科
目
と
な
っ
た
こ
と
が
、

学
力
の
３
要
素
を
総
合
的
に
育
て
る
取
組
の

一
例
で
す
。
ほ
か
に
も「
地
理
探
究
」や「
理

数
探
究
」
な
ど
、
探
究
の
名
を
冠
し
た
科
目

が
設
置
さ
れ
、
既
存
の
教
科
・
科
目
で
も
探

究
的
な
学
び
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
学
習
指
導
要
領
で
育
成
す
べ
き
資
質
・

能
力
の
３
つ
の
柱
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」（
13
ペ
ー
ジ
図
２
）の
基
と
な
っ
て

知
識
・
技
能
だ
け
で
な
く

学
力
の
３
要
素
を
測
る
入
試
に

入
試
方
法
の
多
様
化
で

挑
戦
の
機
会
が
増
え
て
い
る

※1 文部科学省「国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状況の概要」
（令和5年度版、令和7年度版）から編集部にて集計

●  出題科目が1～2科目に限定
● 記述式問題の出題なし、評
価軸が知識量や暗記力に偏
りあり
● 英語：「話す」「書く」の評価
がない

● 知識・技能の修得状況に過
度に重点をおいた選抜とし
ない

● 原則として学力検査を免除

● 学力検査、小論文など入学志
願者本人の記載する資料等に
より、入学志願者の能力・意欲・
適性等を多面的・総合的に評
価・判定する入試方法

●  各大学が実施する評価方法等
又は「大学入学共通テスト」のう
ち、いずれか一つの活用が必須
●  本人の記載する資料（活動報
告書、大学入学希望理由書、学
修計画書等）を積極的に活用

●  各大学が実施する評価方法等
又は「大学入学共通テスト」のう
ち、いずれか一つの活用が必須
●  推薦書で「学力の3要素」を評
価する記載と、大学が選抜にあ
たりこれらを活用することが必須

大学入学者選抜の入試区分の変化図2

国立大学の総合型選抜+
学校推薦型選抜の入学者と
総合型選抜実施大学の割合

図3
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新
課
程
に
対
応
し
た
入
学
者
選
抜
が
２
０

２
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
共
通

テ
ス
ト
で
は
、「
情
報
」
が
加
わ
り
、
科
目
の

再
編
も
あ
り
、
従
来
の「
６
科
目
」か
ら「
７

教
科
・ 

21
科
目
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
６
年
度

か
ら
出
願
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
現
役
生
は
高
校
経
由
、
既
卒
生
は

個
人
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
６
年
度

以
降
は
す
べ
て
の
受
験
生
が
個
人
で
W
e
b

出
願
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
既

卒
生
の
共
通
テ
ス
ト
受
験
が
増
え
た
と
い
う

報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
W
e
b
出
願
に
な

り
卒
業
証
明
書
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

も
一
因
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
出

願
は
生
徒
自
身
が
す
る
こ
と
で
す
が
、
保
護

者
と
し
て
は
こ
う
し
た
変
更
の
情
報
は
押
さ

え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　

新
課
程
で
の
共
通
テ
ス
ト
初
年
度
だ
っ
た
２

０
２
５
年
は
、
変
化
を
様
子
見
す
る
大
学
も

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
出
題
傾
向
が
見

え
て
き
た
２
０
２
６
年
度
は
、
共
通
テ
ス
ト
を

利
用
す
る
私
立
大
学
で
も
、「
情
報
」
を
選
択

科
目
の
な
か
に
入
れ
る
大
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
時
代
か
ら
共
通

テ
ス
ト
へ
の
移
行
初
期
は
私
立
大
学
の
セ
ン

タ
ー
試
験
・
共
通
テ
ス
ト
利
用
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
利
用
大
学

数
は
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
は

度
に
私
立
で
95 

・
８
％
、
国
立
で
92
・
６ 

％

と
大
半
の
大
学
が
実
施
。
国
立
の
実
施
大
学

は
前
年
か
ら
13
・
３
％
も
急
増
。
入
学
者
の

割
合
で
は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
と
合
わ
せ
る

と
私
立
で
は
61 
・
６
％
と
６
割
を
超
え
、
一

般
選
抜
が
主
流
と
思
わ
れ
が
ち
な
国
立
で
も

20 

・
４
％
と
２
割
が
一
般
選
抜
以
外
で
入
学

し
、さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
す（
図
３
）。

　

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
京
都
大
学
な
ど
の

超
難
関
国
立
大
学
で
の
総
合
型
選
抜
導
入
で

す
。
研
究
重
視
型
の
大
学
で
総
合
型
選
抜

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
、
東
北
大
学
で
は

総
合
型
選
抜
か
ら
の
入
学
者
の
大
学
院
進
学

率
が
高
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
総
合
型
選
抜
の
比

率
を
１
０
０
％
に
す
る
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
大
学
ご
と

に
求
め
る
人
物
像
が
非
常
に
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
昔
の
よ
う
に
大
学
と
生
徒
が

偏
差
値
だ
け
で
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

総
合
型
選
抜
で
は
高
校
時
代
の
探
究
で
の
活

動
内
容
を
評
価
す
る
な
ど
、
生
徒
の
さ
ま
ざ

ま
な
強
み
を
評
価
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
学
べ
る
子
ど
も
は
学
校
推

薦
型
選
抜
が
向
い
て
い
る
な
ど
、
子
ど
も
の

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
大
学
と
の
接
続
機
会
が
多

様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
に
は
複
雑
に

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
偏
差
値
だ
け

で
考
え
る
と
選
択
肢
に
入
ら
な
か
っ
た
大
学
・

学
部
で
も
、
子
ど
も
の
個
性
や
学
び
た
い
こ

と
と
実
は
マ
ッ
チ
し
て
い
る
な
ど
、
大
学
と
の

出
会
い
の
機
会
が
増
え
て
い
る
と
捉
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
つ
に
は
前

述
の
よ
う
に
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型

選
抜
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
年
内
入
試
」
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
内
入
試
だ
か
ら
と
いっ
て
、
学
力
が
ま
っ

た
く
測
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
図
２
で
示
し
た
よ
う
に
総
合
型
選
抜
や

学
校
推
薦
型
選
抜
で
も
共
通
テ
ス
ト
の
利
用

や
、
大
学
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
は
必
須
と
し
て

い
ま
す
が
、
評
価
の
中
心
は
高
校
時
代
の
活
動

評
価
で
し
た
。
し
か
し
、
学
力
を
主
と
し
て

評
価
す
る
入
試
と
し
て
年
内
に
独
自
の
学
力

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
３
年
生
の
早
い
時
期

に
学
力
を
測
ら
れ
る
た
め
１
・
２
年
生
の
う
ち

か
ら
基
礎
学
力
の
定
着
が
重
要
と
な
って
く
る

こ
と
で
す
。
保
護
者
の
時
代
の
よ
う
に「
受
験

勉
強
は
部
活
を
引
退
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
」と

い
う
考
え
で
は
、
こ
う
し
た
種
類
の
入
試
方
法

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
多
様
な
入
試
方
法

で
挑
戦
の
機
会
が
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
そ

れ
ら
か
ら
選
び
取
る
た
め
に
も
、
高
校
入
学
時

か
ら
の
基
礎
学
力
も
大
切
な
の
で
す
。

　

な
ぜ
入
試
や
高
校
、大
学
の
学
び
が
変
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
生
成
型
Ａ
Ｉ
の
出
現
な
ど
、

「
情
報
」を
利
用
す
る
大
学
が
増
加

私
立
の
共
通
テ
ス
ト
利
用
は
減
少

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を

大
学
で
測
り
、育
て
る
た
め
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保
護
者
の
皆
さ
ん
も
日
常
で
社
会
の
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
を
体
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
教
育
改
革
は
２
０
３
０
年
の
社
会
で
求

め
ら
れ
る
力
を
ど
う
育
む
か
の
検
討
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
が
ど
ん
な
時
代
か
は
予
測
不

能
で
す
。
テ
ス
ト
で
測
れ
る
力
は
す
べ
て
Ａ
Ｉ

に
代
替
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
学
生
が
社
会
に
出
る
と
き
に
企
業
の
採

用
担
当
者
が
何
を
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う

と〝
地
頭（
じ
あ
た
ま
）の
良
さ
〞な
の
で
す
。

　

大
企
業
で
も
い
つ
淘
汰
さ
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
の
が
今
の
時
代
。
答
え
が
一
つ
で
は
な
い

難
問
に
直
面
し
た
と
き
に
、
自
分
の
頭
で
ど

う
考
え
ら
れ
る
か
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
論
理
的
に
判

断
し
た
り
、
そ
れ
を
人
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
解
決
策
を
見
出
し
た
り
し
て
い
け
る

か
と
い
う
地
頭
の
良
さ
は
、
偏
差
値
な
ど
旧

来
の
も
の
さ
し
で
は
測
れ
な
い
も
の
で
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
難

関
大
学
卒
業
者
で
も
即
戦
力
で
活
躍
で
き
な

い
と
い
う
危
機
感
を
大
学
が
も
ち
始
め
、
よ

り
実
社
会
に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
協
働

的
な
学
び
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
時
代
で
企
業
も
大
学
も
危

機
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
大

接
続
改
革
と
は
、
社
会
に
出
た
そ
の
先
ま
で

を
見
据
え
た
改
革
な
の
で
す
。
入
試
も
学

校
も
変
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
わ
が
子
の
学
び
に
対
す
る
考
え
方
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　第１にお伝えしたいのは、大学入学はゴ

ールではありません。これからの時代に必

要な力をつけるための質の高いカリキュラム

を実施している学校はたくさんあります。子

どもたちの将来を見据えて、学びたいこと

が学べる大学選びをサポートしましょう。

　そして、皆さんたちの時代の常識でお子

さまにアドバイスしないように。各大学で選

抜の機会が多様で複雑になっており、一

つの大学で多様な入口を設けているのです。

保護者の思い込みで薦めるのではなく、子

ども自身が自分に合った大学と入試方法を、

自分で調べるよう促してあげてください。

　最後に、机に向かっている時間だけが

勉強ではないということ。自分で課題を見

つけられるようになるために、どこかで特別

な体験をしに行く必要はありません。蚊に刺

されやすい妹を可哀想に思い蚊の研究を行

い、海外の大学に留学した少年もいます。

身近なことに課題を見つけて、それについ

て家族で対話をすることで、学びの好奇心

が育っていくこともあります。「勉強しろ」と

保護者が子どもに言う時代は終わりました。

「勉めて強いる」学びではなく、内発的に自

分から学びたいことを見つけられるような学

びにつながる可能性を含む会話が、家庭

内でできるといいですね。

高大接続事業として早くから「ディスカ
バ！」という高校の探究支援をしてきた
桜美林大学。2022年度から総合型選
抜の一つとして「探究入試 Spiral」を実
施。主体性や対話力などの非認知スキ
ルを評価する社会（企業）の視点を入試
の座標軸に取り込み、探究活動から何
を学んだかを振り返り言語化できる能力
を重視している。高校での探究活動を
評価する「探究学習評価型」、「ディスカ
バ！」修了者対象の「ディスカバ！育成
型」、外部アワードでの受賞歴を評価す
る「コンテスト活用型」の3区分を設け、
過去4年間で志願者数が急増している。

2026年度に「共創学環」を開設した熊
本大学。文理の枠を越え、経営・マネジメ
ント、国際的コミュニケーション、データサ
イエンスを体系的に学ぶ学際的教育に
より地域・グローバル社会で活躍できる
人材育成を目的としている。それにともな
い総合型選抜の「Kumamoto探究入
試」を導入。高校などでの探究活動を評
価する「プレゼンテーション型」、事前に
受講する課題解決セミナーにおいてレポ
ートを提出することで出願資格を取得で
き、レポート内容を踏まえた面接によって
評価される「地域課題解決挑戦型」「グ
ローバルリーダー育成型」の３方式がある。

北海道科学大学では2025年度より、3
回のプログラムを通して、課題に応じた
講義、トークセッションなどを課し、プレゼ
ンテーションで評価する育成型の総合
型選抜[Catalyze-カタライズ-]を実施。
2016年度から導入していた前身となる
「新ガリレオ入試」を発展させ、受験者が
大学卒業後の自分の姿やキャリアにつ
いてより具体的にイメージできるよう、プ
レゼンテーション評価者に受験学科の
卒業生をはじめとした有識者の社会人
を加えた。プログラムを通して成長でき、
入学後の学びの意欲が湧く入試である
と、受験生にも好評だ。
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